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JR 武雄温泉駅 → 武雄川 → 白岩運動公園（1.8km）
→ 貴明寺（3.2km）→ 池ノ内湖 → ペンション・ピク
ニック前：
ＡＢコース分岐点（4.8km）→
Ａ　山岳遊歩道 → Ａ頂上（7.0km）→ Ａ，Ｂ
コース合流点（7.2km）
Ｂ　257段の階段 → Ｂのぼるくん展望台 → Ｂホ
テル四季のそら前
→ Ａ， Ｂ コ ー ス 合 流 点（5.7km） → 白 岩 競 技 場 
→ 武 雄 市 文 化 会 館（9.8km） → 武 雄 神 社 の 大 楠
（10.6km）→ 塚崎の大楠 →市役所前（11.9km）→ 

































































































































































0 4,920 0 0 690 500 180 5,470 0 690 2,010 610 15,070
2013年11月～
2014年３月
140 1,420 190 220 280 120 130 1,030 500 720 280 380 5,410








2010年（H22） 2011年（H23） 2012年（H24） 2013年（H25） 2014年（H26）
878 2,040 1,164 1,918 ＊1,422
出典：（社）九州観光推進機構　海外誘致推進部
* 各年１～12月分を集計しているが，2014年（平成26）は，１～３月までの３ヶ月分
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　ここで，第一次コースの中で，人気の奥豊後コースと
武雄コースの数字を比べたときに，九州の外客誘致とい
う視点では２つのコースとも結果を残しているといえる
が，外国人旅行者のデマンドを捕らえつつ，地域の強み
を上手く利用して宿泊やみやげ物購入を促進させるとい
う点では武雄コースが優れていると考えられる。外客誘
致による観光消費につなげるという点で，武雄市が市政
に執る「営業部観光課」のマーケティング力を感じるこ
とができる。
　さらに武雄市のいくつかの温泉旅館が外客誘致の取
り組みに力を入れるようになり，韓国の大手旅行 HANA 
TOUR（ハナツアー）社へプロモーションを掛け，官民
一体感が生まれてはじめている。武雄市における九州オ
ルレの外客誘致による観光消費促進は，地域活性化に取
り組み地域にとって多くの示唆に富んでいるのではない
かと考える。
　さらに，コースの途中にある南禅寺派の臨済宗の貴明
寺（きみょうじ）では，住職の寺庭婦人が湯茶とあめを
用意して，観光客が自由に休憩できるように“おもてな
し”をしている。“なんでも帳”に思い出を書き込むな
り，時間があれば，写経や座禅も体験もすることができ
る。このように地域住民の参画は，「武雄オルレコース」
が地域・住民に，その取り組みを理解されている証でも
ある。（写真⑤）
　さらに，武雄オルレがまちづくりへ寄与するものとし
て，小学校４～６年生の子ども達10名が，オルレを体
験して，武雄の町の魅力を見つけながら作った『よりみ
ちオルレたけ』というガイドブックが本になっている
（下図）。オルレを経験した子ども達はもとより，武雄
に住む子ども達は，韓国人観光客にすれ違うと韓国語で
挨拶をするようになったという。（図②）
　市もホームページの Facebook のなかの「たけさんの
いちおし」で，“九州オルレ・武雄コースを歩いてみま
せんか”と呼びかけ，さらに，ゴミを拾うミニオルレな
どのイベントを開催するなど，オルレを知ってもらうよ
うにさまざまなイベント情報等を発信しながら，広く住
民にまちづくりに参加させる仕組みも働きもしているこ
とがわかる。
　ほかにも広域連携として，武雄温泉と湯布院温泉
（大分県），杖立温泉（熊本県）と三湯が，それぞれの
地元の“ゆるキャラ”と一緒になって，「九州三湯物語
（きゅうしゅうさんとうものがたり）」のキャンペーン
を展開している。興味深いことに「奇跡の公共施設」と
して，市の図書館が，旭山動物園，金沢21世紀美術館
と文化施設連携パートナーシップ協定を締結している。
このような話題づくりは市住民にとっても，まちづくり
の大きな刺激になっていることは間違いない。
　日本人と韓国人の観光客訪問者数からも韓国人観光客
の人気ぶりが見て取れる。日本人観光客訪問者数が減る
なか，韓国人訪問者数は伸びている。表③－１日韓の政
治による関係悪化が，全国的な観光地の訪日韓国人観光
客の減少に繋がっているなかでも，この数字は注目すべ
きことであろう。また，表③－２は，九州オルレ「武雄
コース」が設定される2012年３月とその翌月の前年比
較である。設定されてからの韓国人観光客（訪問者）の
変化が，一目瞭然見て取れる。
　このように，オルレは間違いなく訪日外国人（特に韓
国人）のボトムアップに繋がったといえる。市の職員意
識に変化をもたらした名物市長　樋渡　啓祐氏も，この
　　観光まちづくりにおける新しい公共の役割　－武雄市の九州オルレを事例として－　　
写真⑤　貴明寺の休憩場所：筆者撮影 図②
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オルレの取り組みには観光課職員に一任しているとい
う。市長もこの一連の取り組みに満足しているからであ
ろうと推測する。そして，市内の宿泊者数は３倍に膨ら
んだとされている。関連産業の活況は税収増を通じ，間
違いなく地域経済を潤している。
　財政余力が乏しい国は，地方への支援策を増やせる状
況にない。現政権の政策は「地方を軽視して格差を拡大
する」という批判を招きがちである。そうであるなら
ば，地方に恩恵が行きやすい外国人客増は，そうした弱
点を補う効果がある。
　ビザ要件の緩和した東南アジア諸国からも観光客は増
加している。政府も，今後はインドなどの人口が多い新
興国にも導入する案を検討している。日本全体の外国人
訪日客数の国別を見ると韓国が245万人と最多である。
このことを考えると，訪日客全体の約４割を占める中国
や韓国との外交関係改善も，今後の大きな課題でもあ
る。
　そして，大事なのは，地方が自分たちの魅力を磨き，
それを発信していくことだろう。多くの日本の「田舎」
に共通するのは，都会の住人や外国人が魅力を感じるも
のの価値に気付いていないことである。今回の武雄市訪
問を通じて分かったことは，武雄市民がようやく見慣れ
た里山の風景や季節ごとの自然，農耕作業，古民家，田
舎ならではの食材などの地元にとって当たり前のもの
が，実は「宝」であることに気づきはじめていることで
ある。
　これといった観光資源がなくても，魅力的な観光地に
磨き上げることは可能なのだ。何度も観光でフランスを
訪れる日本人が，パリなどの観光資源あふれる大都会だ
けでなく，田舎の農村風景や農家レストランに魅力を感
じることを思い返せばよい。
　外からやってくる人たちに感動を与えるには，その地
域が持つ「特色」を一段と強調することが必要だ。これ
は「地元らしさ」を再発見し，観光まちづくりに繋がっ
てくる。
　参考までに，武雄オルレ受け入れのための本年度（平
成26年）観光課の予算はわずか100万円ほどで，それ
らは，オルレコースの丸太階段の設置及び修復費，草刈
鎌購入費，コースパンフレット制作費等に充てられるだ
けで，費用対効果は十分な成果として現れている。
５．まとめ
　まちづくりにおける公共の役割として，「公」と「共」
の中間存在としての地方自治体，つまり武雄市の存在と
役割について改めて整理しておきたい。
　太田（専修大学）は，公共と民間の関係において，
「公共と民間の役割分担」という表現は，それほど違
和感なく一般に受け入れられているが，民間よりも前
に公共が位置づけられているのが問題であり，一方で，
「公」，「共」，「私」の階層構造の概念を示したうえで，
まちづくりにおいては，地方自治体は共としての役割を
果たすことが，期待されていると指摘する。
　武雄市のまちづくりにおける共の範囲は，家族からか
なり広い範囲までを包含すると考えられる。本稿では，
武雄市のオルレコースの選定が，まちづくりへ寄与する
ものとして，武雄に住む子ども達の外国人観光客に接す
る態度を紹介した。また，貴明寺（きみょうじ）の“お
もてなし”に代表される地域住民の参画が，オルレに対
する取り組みを理解であると分析した。さらには，取り
組みがもたらした韓国人観光客の増加が，韓国へのプロ
モーション活動への意識変革に繋がったことも実際に
起っていることにも触れた。（表④）
　このように，オルレによるブランド力向上と知名度
アップが国内観光客の獲得にも繋がり始めている。し
かし，何よりも武雄の魅力再発見により，武雄市民の
武雄への愛着向上が，一番の成果であるといえよう。さ
らに，商工会議所による韓国語講座の実施や市民団体等
による自発的なオルレイベントの開催にみられるように
「おもてなし」が市民意識に芽生え始めている。
　つまり，地方公共団体の役割は，情報共有の媒体とな
ることが大切で，まちづくりに関する情報を収集し，利
害関係者（ステークホルダー）および住民に共有される
ことが大切である。つまり，武雄市は組織を挙げて取り
組んでいるのである。
　地方分権一括法（2000年施行）ができたときと比べ，
渡　邉　公　章・小　畑　博　正
表③－１　九州オルレ武雄コース訪問者数
（単位：人）
2012年３月
～
2013年３月
2013年４月
～
2014年３月
韓国人 2,760 3,580
日本人 2,410 1,510
合　計 5,170 5,090
表③－２　九州オルレ武雄コース韓国人数比較
（2011年および2012年）
（単位：人）
３月 ４月
2011年 54 27
2012年 196 142
出典：佐賀県武雄市営業部観光課
* 日本人訪問者数は各コースの市町村が集計したもの。集計方法は各市町村・コースにより異なる。
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地方分権は進んでいる。武雄市は，前述したように市長
が最初に動き流れを作った後は，細かなところを職員が
任されて実行するという新しい公共の形を執っており，
人口増加が期待できない時代にあって，新たな地域文化
が創出される取り組みへの展開が期待されている。その
なかで，「新たな公」という地域づくり・まちづくりの
新たな担い手の考え方も，示されているといえよう。
　まちづくりは，地域に暮らす人々が自らの地域に関心
を寄せ，これまでと地域づくり・まちづくりを主導して
きた行政とともに歩調を合わせた取り組みを展開する
「市民協働」による新しい考え方の提示とみてとれる。
トップダウン型の「樋渡流」は乱暴で危なっかしい，合
意形成軽視，という批判もあるようだが，批判は想定内
と市長は思っているに違いない。肝心要は「市民の評
価」で，判定を下す民主主義の機能が何よりも重要であ
る。
　本稿では，武雄市が取り組む九州オルレ「武雄コー
ス」を事例に，観光まちづくりにおける武雄市の取り組
みを紹介しながら，行政が橋渡しをして，住民意識の向
上や地域活性化につなげていく手法の考察を行ってきた
が，内容の検討に不十分さがあることは否めない。
　前述したように，地域活性化には，きっかけ作り，場
作り，コンセンサスづくりという意味においては，行政
の役割は十分に機能している。ただ，これらの機能がさ
らに市町村担当者から，市民（住民）に広くバトンタッ
チされることが今後の課題であろう。その意味では今後
も引き続き，武雄市に注目していきたい。
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表④　武雄オルレ　観光まちづくりの成果
韓国人観光客の獲得
宿泊客の増加
滞在時間の長時間化による経済活性化
成果
１．韓国人観光客４倍に増加
２．旅館・ホテルによる韓国での商談会への積極的参加（官民一体）とインバウンドチー
ムの形成。
３．オルレによるブランド力向上と知名度アップによる国内観光客の獲得
４．武雄の魅力再発見により，武雄市民の武雄への愛着アップ
５．オルレの市民への認知度の高まり
効果
１．メディアへの露出増大
２．商工会議所による韓国語講座の実施
３．市民団体等による自発的なオルレイベントの開催
課題
１．韓国語による市内標識の未整備と Wi-Fi 環境の未整備
２．ボランティアガイドの不足と高齢化
出典：（平成25年度武雄見聞録別紙より）から筆者作成
